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当
該
年
度
の
国
の
地
方
自
治
に

関
す
る
政
策
展
開
に
つ
い
て
我
々

の
立
場
と
見
解
を
述
べ
ま
す
。

　

民
主
党
政
権
の
地
方
政
策
と
し

て
唯
一
評
価
で
き
る
の
は
、
地
方

交
付
税
の
大
幅
増
で
す
。
小
泉
構

造
改
革
の
も
と
で
約
４
兆
３
０
０

０
億
円
削
減
さ
れ
、
地
方
の
疲
弊

を
招
き
ま
し
た
が
、
政
権
交
代
後

初
め
て
の
本
格
予
算
と
な
っ
た
こ

の
年
度
、
前
年
度
比　

・
７
％
増
、

４９

額
に
し
て
２
兆
５
０
０
０
億
円
増

加
さ
せ
、
総
額　

兆
９
０
０
０
億

１６

円
、
臨
時
財
政
対
策
債
を
含
め
る

と
実
質
的
な
地
方
交
付
税
を　

兆
２４

６
０
０
０
億
円
と
、
史
上
最
大
額

と
し
た
こ
と
は
唯
一
評
価
で
き
る

実
績
で
す
。

　

し
か
し
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲

げ
て
い
た
地
方
主
権
改
革
は
見
る

影
も
な
い
と
い
う
の
が
率
直
な
と

こ
ろ
で
す
。
「
霞
ヶ
関
を
解
体
再

編
し
、
地
域
主
権
を
確
立
す
る
」。

具
体
的
に
「
事
務
事
業
の
権
限
と

財
源
の
大
幅
移
譲
、
ひ
も
つ
き
補

助
金
を
廃
止
し
、
地
方
が
自
由
に

使
え
る
一
括
交
付
金
化
」
な
ど
、

ど
れ
を
と
っ
て
も
換
骨
奪
胎
。
霞

ヶ
関
を
解
体
再
編
す
る
ど
こ
ろ
か
、

民
主
党
首
脳
部
が
霞
ヶ
関
に
解
体

再
編
さ
れ
た
と
思
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
こ
う
し
た
中
、
我
々
は
、

改
め
て
基
礎
自
治
体
へ
の
財
源
移

譲
、
権
限
の
移
譲
を
中
心
と
す
る

地
域
主
権
改
革
を
推
し
進
め
る
よ

う
中
央
政
府
に
求
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
立
場
を
超
え
て
市
長
並

び
に
議
員
の
皆
様
に
訴
え
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

歳
入
の
市
税
に
つ
い
て
は
、
個

人
市
民
税
が
厳
し
い
経
済
情
勢
の

も
と
、
失
業
者
の
増
加
な
ど
に
よ

り　

億
５
５
８
６
万
２
０
０
０
円

７３
で
、
前
年
度
に
比
べ
７
億
１
７
２

５
万
１
０
０
０
円
の
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。
理
由
と
し
て
、
納
税

者
数
が
前
年
度
に
比
べ
約
１
０
０

０
人
の
減
で
、
平
均
所
得
が
前
年

比　

万
８
０
０
０
円
の
減
額
と
な

２０
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
理
解
は
し

ま
す
。

　

し
か
し
、
毎
年
増
加
し
て
い
る

不
納
欠
損
額
６
９
０
１
万
３
０
０

０
円
に
つ
い
て
は
、
職
員
や
市
税

等
収
納
嘱
託
員
の
方
が
努
力
さ
れ

て
い
て
も
徴
収
で
き
な
い
た
め
の

結
果
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
収
入

未
済
額
６
億
８
５
２
４
万
３
０
０

０
円
に
つ
い
て
も
、
不
納
欠
損
額

の
予
備
軍
的
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
県
税
職
員
の
短
期
派

遣
制
度
活
用
、
不
動
産
、
債
権
、

電
話
等
の
差
押
え
に
よ
り
約
５
５

０
７
万
４
０
０
０
円
余
の
収
納
が

さ
れ
、
一
定
の
成
果
が
出
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
積
極
的
に
差
押
え

な
ど
を
実
行
し
、
公
平
、
公
正
と

い
う
立
場
か
ら
収
納
率
を
上
げ
る

積
極
的
な
取
り
組
み
を
望
み
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
以

前
に
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
県

下　

市
が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

１０
ア
に
お
け
る
収
納
を
行
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
実
施
を
予
定
し
て

い
る
市
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
英
知

を
集
め
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
た
だ

き
、
今
後
の
収
納
率
向
上
を
望
み

ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
平
成
３
年
度

２２

か
ら　

年
間
を
対
象
と
す
る
第
三

２０

次
座
間
市
総
合
計
画
の
最
終
年
度

で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
第
四
次
座

間
市
総
合
計
画
の
策
定
と
、
そ
れ

に
伴
い
、
お
お
む
ね　

年
先
を
見

２０

据
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な

方
針
を
定
め
た
座
間
市
都
市
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
が
新
し
く
策
定
さ
れ

た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

第
四
次
座
間
市
総
合
計
画
は
、

平
成　

年
度
か
ら
策
定
に
向
け
た

２０

準
備
を
始
動
さ
せ
、
こ
の
年
度
、

策
定
作
業
に
当
た
っ
て
、
ま
た
、

こ
れ
か
ら
目
指
そ
う
と
す
る
座
間

の
ま
ち
づ
く
り
に
当
た
っ
て
「
市

民
と
の
協
働
」
を
一
つ
の
テ
ー
マ

と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

座
間
市
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と

と
も
に
、
広
く
市
民
、
事
業
者
の

方
々
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
行
こ
う
と
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
市
民
意
識
調
査
、

各
種
団
体
・
地
域
別
懇
談
会
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
、
現
況

で
可
能
な
限
り
市
民
参
加
の
手
法

を
取
り
入
れ
た
こ
と
を
大
い
に
評

価
し
ま
す
。
担
当
当
局
を
始
め
と

す
る
関
係
各
位
の
ご
労
苦
に
敬
意

を
表
し
ま
す
。
既
に
平
成　

年
度

２３

に
、
第
四
次
座
間
市
総
合
計
画
、

座
間
市
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が

と
も
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

あ
と
は
そ
れ
が
計
画
ど
お
り
に
実

践
、
実
行
、
時
に
は
勇
気
を
持
っ

て
見
直
し
も
さ
れ
な
が
ら
、行
政
、

議
会
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
一
体
に

な
っ
て
、
よ
り
よ
い
座
間
の
ま
ち

を
創
り
あ
げ
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
及
び
各

２２

特
別
会
計
の
決
算
認
定
に
つ
い
て
、

座
間
市
公
明
党
を
代
表
し
て
、
賛

成
の
立
場
で
討
論
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
年
度
は
、
民
主
党
政
府
が

国
の
行
き
先
を
示
す
こ
と
が
で
き

ず
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
ほ
と
ん
ど

を
実
行
し
な
い
ば
か
り
か
、
政
治

と
金
の
問
題
で
支
持
率
が　

％
に

３０

ま
で
急
落
す
る
よ
う
な
不
安
定
な

状
態
で
し
た
。こ
の
よ
う
な
中
で
、

市
の
予
算
編
成
も
大
変
苦
労
さ
れ

た
と
推
察
を
し
ま
す
。さ
ら
に
は
、

執
行
に
当
た
っ
て
は
、
勇
気
を
持

っ
て
不
用
額
を
残
す
等
の
方
針
に

基
づ
い
た
堅
実
な
運
営
で
あ
っ
た

と
評
価
を
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
状
況
は
、
歳
入
の

根
幹
、
自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
市

税
収
入
、
特
に
個
人
市
民
税
が
対

前
年
マ
イ
ナ
ス
８
・
９
％
、　

億
７３

５
５
８
０
万
円
余
と
な
り
ま
し
た

が
、
依
存
財
源
で
あ
る
地
方
交
付

税
の
普
通
交
付
税
、
特
別
交
付
税

の
大
幅
な
増
額
に
よ
っ
て
均
衡
が

保
た
れ
る
と
い
う
目
指
す
べ
き
姿

と
は
い
さ
さ
か
異
な
る
決
算
と
な

り
ま
し
た
。

　

国
保
会
計
に
つ
い
て
は
、
保
険

税
収
納
率
が　

・
３
％
と
な
り
、

５５

公
平
・
公
正
で
持
続
可
能
な
制
度

維
持
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
方
策
を

研
究
し
、
収
納
率
向
上
、
医
療
費

の
適
正
化
を
図
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
要
望
し
ま
す
。

　

各
事
業
で
多
く
の
新
規
事
業
の

展
開
、
既
存
事
業
の
充
実
等
、
着

実
な
行
政
運
営
に
努
め
ら
れ
た
こ

と
は
、
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

市
政
ク
ラ
ブ 
（
飛
田　

昭 
議
員
）

市
税
減
収
に
は
一
定
の
理
解
も

一
層
の
収
納
率
向
上
を
望
む
！

政
和
会 
（
伊
田　

雅
彦 
議
員
）

新
た
な
総
合
計
画
・
座
間
市
都
市
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
策
定
作
業
を
大
い
に
評
価

公
明
党 
（
上
沢　

本
尚 
議
員
）

堅
実
な
行
財
政
運
営
を
評
価

市
民
連
合 
（
沖
永　

明
久 
議
員
）

霞
ヶ
関
を
解
体
再
編
す
る地

域
主
権
改
革
を

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
決
算
に

２２

反
対
の
立
場
で
討
論
し
ま
す
。

　

本
市
の
職
員
の
状
況
は
、
正
規

職
員
は
削
減
の
一
方
で
、
臨
時
と

非
常
勤
職
員
は
増
加
し
ま
し
た
。

市
民
に
対
す
る
責
任
を
果
た
せ
る

よ
う
に
、
正
規
職
員
を
し
っ
か
り

確
保
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
年
度
、
当
初
予
算

で
高
齢
者
入
浴
券
支
給
事
業
の
廃

止
し
た
減
額
分
が
１
１
１
万
３
０

０
０
円
、
高
齢
者
の
マ
ッ
サ
ー
ジ

等
助
成
券
の
削
減
分
が
５
９
０
万

４
０
０
０
円
、
敬
老
祝
い
金
の
減

額
分
が　

万
３
０
０
０
円
、
ひ
と

９８

り
暮
ら
し
高
齢
者
医
療
費
の
助
成

事
業
廃
止
が
１
２
９
万
円
と
、
削

減
さ
れ
た
４
事
業
の
合
計
額
は
９

２
９
万
円
で
し
た
。
一
方
、
高
齢

者
火
災
警
報
器
設
置
助
成
事
業
費

に
削
減
予
算
を
回
す
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
決
算
で
は
４
７
７
万
８

０
１
０
円
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

４
事
業
は
削
減
す
る
必
要
が
あ
っ

た
の
か
疑
問
で
あ
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
削
減
さ
れ
た
事
業
の
復

活
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
住
基
カ
ー
ド
を
使
っ
た

住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業

に
つ
い
て
、
自
動
交
付
機
導
入
推

進
支
援
事
業
費
助
成
金
な
ど
の
歳

入
も
あ
り
ま
し
た
が
、
コ
ン
ビ
ニ

で
発
行
し
た
場
合
、
１
枚
に
つ
き

市
は
手
数
料
１
２
０
円
を
コ
ン
ビ

ニ
に
支
払
い
ま
す
。さ
ら
に
今
後
、

年
間
５
８
０
万
円
の
維
持
費
が
か

か
り
ま
す
。
窓
口
交
付
と
市
民
カ

ー
ド
の
利
用
実
績
、
コ
ン
ビ
ニ
交

付
の
利
用
実
績
を
考
え
る
と
、
費

用
対
効
果
を
再
検
証
す
べ
き
で
す
。

日
本
共
産
党 
（
守
谷　

浩
一 
議
員
）

福
祉
４
事
業
の
削
減
は
問
題
で
あ
る

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

２２

出
決
算
認
定
に
反
対
す
る
主
な
理

由
は
次
の
二
点
で
す
。

　

一
つ
目
は
、
平
成　

年
度
当
初

２２

予
算
に
お
い
て
、
高
齢
者
の
入
浴

券
・
は
り
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
支
給
事

業
が
廃
止
、
さ
ら
に
は
障
害
者
施

策
に
お
い
て
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

の
大
幅
削
減
、
こ
れ
ら
が
利
用
者

に
対
し
、
十
分
な
説
明
が
さ
れ
な

い
ま
ま
実
施
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
は
、「
住
民
票
の
写
し
」

「
印
鑑
登
録
証
明
書
」
の
コ
ン
ビ

ニ
交
付
事
業
が
９
月
定
例
会
の
補

正
予
算
に
お
い
て
１
３
０
０
万
円

を
計
上
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
事

業
が
本
当
に
市
民
ニ
ー
ズ
と
合
致

し
た
も
の
な
の
か
、
事
業
実
施
の

優
先
順
位
に
今
も
大
変
疑
問
が
残

る
こ
と
か
ら
決
算
に
反
対
で
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業

に
つ
い
て
は
、
こ
の
間
、
試
行
運

行
の
中
で
コ
ー
ス
見
直
し
等
が
さ

れ
、
来
年
度
は
本
格
運
行
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
画
一
的
な
運
行

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
オ
ン

デ
マ
ン
ド
方
式
や
、
市
民
協
働
を

視
野
に
入
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
あ
り
方
も
今
後
よ
く
研
究
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
年
度
は
、
緊
急
雇

用
創
出
事
業
臨
時
特
例
交
付
金
１

０
８
０
万
円
を
活
用
し
、
商
工
業

実
態
調
査
及
び
消
費
者
動
向
調
査

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
こ

の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
等
を
把
握
し
、
商
店

街
や
商
工
業
の
活
性
化
が
図
ら
れ

る
よ
う
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
く

だ
さ
い
。

神
奈
川
ネ
ッ
ト 
（
牧
嶋　

と
よ
子 
議
員
）

コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業
の
優
先
性
に
疑
問

　

請
願
・
陳
情
は
い
つ
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
３
月
、
６

月
、
９
月
、　

月
の
年
４
回
開

１２

催
さ
れ
る
定
例
会
に
お
い
て
審

査
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
定
例
会
ご
と
の
締
め

切
り
日
に
つ
い
て
は
、
議
会
事

務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

1
０
４
６（
２
５
２
）８
８
７
２

請
願
・
陳
情
の

提
出
に
つ
い
て


